
参考  ＡＩＳ の概要図 

  AIS（Automatic Identification System：船舶自動識別装置）は、SOLAS条約により、国際航海に従事する大型船
を対象として2002年7月1日から一定の船舶に搭載することが義務付けられた無線設備であり、国際VHF周波数２波を用い
て、周囲の船舶局や、沿岸においてAIS海岸局に対して、自船の位置、速度、進行方向などの情報を自動的に送受信
するものです。船舶相互間又は陸上との間でこれらの情報を交換することにより、船舶の衝突防止や運行管理等に
高い効果が期待されています。 

 簡易型AISは、AISに対して伝送情報量の縮小、空中線電力の低減などAISの機能を簡略化・小型化し（比較的）安価に
導入することを可能としたものであり、主に小型船を対象に普及しています。 
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簡易型ＡＩＳ：小型船等（非搭載義務船） 
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簡易型ＡＩＳの機能としては省略 

・目的地 
・到着予定時刻 
・喫水等海路情報 
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